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トリチウム除去システムに使用する触媒や水分吸着剤のハロゲンガス影響を精査した。塩素ガスに長期間

さらされた触媒は水素酸化活性が有意に低下する。またモレキュラーシーブ水分吸着剤においても塩素ガ

ス共存下では水分吸着容量が低下する影響が見られた。 
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1. 緒言 

 核融合研究が炉工学技術の実証段階に移行するに従

い、施設内のトリチウム取扱量は増加が見込まれる。

トリチウム取扱施設に火災等の異常事象が生じた場合

においてもトリチウム除去システムはその性能を維持

する必要性がある。施設内の火災等の異常時に生じる

ハロゲンを含むトリチウムガスの処理を想定した場合

のトリチウム酸化触媒やトリチウム水蒸気吸着剤のハ

ロゲンガス影響を精査した。 

 

2. 結果・考察 

ハロゲン影響による水素酸化触媒の性能低下はハロ

ゲン種ではヨウ素が最も影響が大きく、化学種ではハ

ロゲン酸やハロゲン化炭化水素より分子状ハロゲンが

最も影響が大きい。ハロゲンによる触媒活性の低下を

抑制するためには白金・パラジウム合金触媒が適して

いることを確認した[1]。モレキュラーシーブ水分吸着

剤は塩素ガス共存下では水分吸着容量が低下する影響

が見られた。今後の大量トリチウムの取扱いが必要と

なる核融合施設のトリチウム除去システムの設計では

火災時のハロゲン発生を考慮することが必要である。 
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図 1 流通法トリチウム酸化触媒試験装置 
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図 2 塩素(1000ppm)流通後のモレキュラーシーブの 

水分吸着能力の低下 
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